
7．病院群の構成等 別表

基幹型又は地域密着型病院の名称（所在都道府県）：荒尾市民病院 （　熊本県　）
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日本医科大学附属病院

(病院施設番号:０３０１８
３)

熊本県 有明医療圏

医療法人有働会　有働病院

(病院施設番号:０３２３６
２)

福岡県 有明医療圏

地方独立行政法人　大牟田市
立病院
(病院施設番号:０３０７０
１)

熊本県 有明医療圏

特定医療法人杏林会　新生翠
病院
(病院施設番号:０９６８９
４)

熊本県 熊本医療圏

熊本大学病院

(病院施設番号:０３０７２
９)

(病院施設番号:　　　　　)

福岡県 有明医療圏
医療法人親仁会　米の山病院
(病院施設番号:０３０８４
９) (病院施設番号:　　　　　)

熊本県 有明医療圏

医療法人洗心会　荒尾こころ
の郷病院
(病院施設番号:０３２１１
９)

(病院施設番号:　　　　　)

福岡県 有明医療圏

社会保険　大牟田天領病院

(病院施設番号:０３２３２
８)

(病院施設番号:　　　　　)

熊本県 有明医療圏
くまもと県北病院

(病院施設番号:０３２１２２ (病院施設番号:　　　　　)

熊本県 阿蘇医療圏

小国公立病院

(病院施設番号:０３２１３
５)

(病院施設番号:　　　　　)

熊本県 阿蘇医療圏

阿蘇医療センター

(病院施設番号:０３２１３
２)

(病院施設番号:　　　　　)

熊本県 天草医療圏

上天草総合病院

(病院施設番号:０３２１５５
)

(病院施設番号:　　　　　)

※　該当する項目について、上から病院施設番号順に詰めて記入すること。

※　病院群を構成するすべての基幹型病院、地域密着型病院、協力型病院及び臨床研修協力施設（今回の届出により削除しようとするものを含む。）の所在都道府県、二次医療圏、名称をそれぞれの「所在都道府県」、

　　「二次医療圏」、「名称」欄に記入（既に病院施設番号を取得している研修病院等は番号を「名称」欄に記入）した上で、それぞれの施設が新たに臨床研修協力病院（協力施設）となる場合は

　　「新規」欄に「○」を記入し、また、臨床研修病院（協力施設）を追加又は削除する場合にはそれぞれの施設が以前の病院群に追加されるか以前の病院群から削除されるかにより「追加・削除」

　　欄に「追加」又は「削除」を記入すること。

※　当該病院群に係るすべての研修プログラムの名称及び募集定員（自治医科大学卒業生分等マッチングによらないものを含む）を「研修プログラム」欄に記入すること。

研修プログラム

荒尾市民病院
(病院施設番号:０３２１２
３)

病院群を構成する臨床研修病院及び研修協力施設（病院又は診療所に限る）が同一の二次医療圏又は同一の都道府県を越えている場合は、その理由を以下に記載。　

・日本医科大学付属病院は、高度救命救急センターとして日本でも有数の病院であり、また当院プログラム責任者も勤務していた経験があるため、指導医同士の繋がりもあり、当院で
　初期臨床研修を行う研修医が、このような病院での経験ができるよう協力を頂いているもの。
　昨年度の救急件数においても当院 9,080件、同県の熊本大学病院 5,895件に対し、日本医科大学附属病院 20,777件と救急件数が大きく異なる。また、県内には、高度救命救急セン
ターがないため。

・福岡県大牟田市の協力病院はそれぞれ県境にあり、自宅から通勤できる範囲である。尚、同じ二次医療圏である。
　また、当院の産婦人科の分娩件数（昨年10件）が少なく、大牟田市立病院は昨年222件の分娩件数があるため、協力を頂いている。（くまもと県北病院には婦人科のみ）

熊本県

基幹型又は地域密着型病院 協力型病院 臨床研修協力施設


